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　８月４日、牛窓港周辺（牛窓町

牛窓）で花火あげ隊による牛窓花

火大会が行われ、約 2,000 発の花

火が夜空と牛窓港を彩りました。

　打ち上げが始まると、観客の

視線は一斉に上空にくぎ付けに。

次々に現れる大輪の花を堪能した

観客からは、打ち上げが終わると

自然に称賛の拍手がわき起こり、

帰路では来年の打ち上げに向け

た募金に協力する姿が見られま

した。

    大玉が打ち上がるたびに、大きな歓声大玉が打ち上がるたびに、大きな歓声 牛窓花火大会

　７月 29日、国府小学校（長船町福里）で国府

っ子祭りが行われました。学校と地域の活性化を

目指したこの祭りは、今年で３回目。参加した約

300人の児童や就学前の子どもたちとその保護者

らは、夏の日のイベントを楽しみました。

　県警音楽隊による演奏、カラーガード隊員によ

る演技、音楽に合わせて大きな紙に揮
きごう

毫するパフ

ォーマンスやそうめん流し、餅つき、プールに入

っての魚や亀との触れ合い、マジックショーの鑑

賞などが行われました。

　祭りの最後には花火の打ち上げが行われ、夜空

を彩りました。

   夏のイベントを楽しみました夏のイベントを楽しみました 　　国府っ子祭り　　国府っ子祭り

夜空と牛窓港を美しく彩った花火

    防火啓発活動に活用防火啓発活動に活用 「幼年消防クラブ」の活動備品を配備

　市では、( 財 ) 自治総合センターが行う「コミ

ュニティ助成事業」を活用し、幼年消防クラブの

活動を支援する備品として、鼓笛隊セットを購入

しました。

　この事業は、同財団からの助成により実施され

ているもので、幼年消防クラブの育成および防火

思想の普及啓発を図り、「自分たちの町は自分た

ちで守る」という基本理念のもと、地域の防火防

災活動の向上を図ることを目的としています。

　購入した備品は、８月 29 日に牛窓ルンビニ保

育園幼年消防クラブに配備しました。今後、防火

意識向上のための啓発活動に利用されます。  鼓笛隊セット（左上） ／ 牛窓ルンビニ保育園幼年消防クラブによる演奏（右下）

　７月 21 日、出島公園（牛窓町牛窓）で牛鬼ま

つりが開催されました。本牛窓音頭保存会が３世

代が楽しめる祭りとして毎年開催しているもの

で、今回で 12 回目を迎えました。

　牛鬼太鼓、長船名刀太鼓の演奏で幕開け。ゲス

ト歌手が歌う牛窓の歴史や景勝を歌い込んだ「本

牛窓音頭」などに合わせて、参加者らは踊りを披

露しました。

　恒例の踊りコンテストには、市内の幼稚園や保

育園、職場や地域の 15 チーム約 500 人が参加。

おはやしに合わせて、大人から子どもまで一緒に

なって踊りを楽しみました。

   世代を超えて踊りの輪が広がりました世代を超えて踊りの輪が広がりました 牛鬼まつり牛鬼まつり

牛鬼太鼓が演奏を披露（左上） ／ 「本牛窓音頭」に合わせて踊る参加者ら（右下）

天井に向かってエイッ（左上） ／ キーボードを弾く熊丸さん（右下）

　８月３・４日、熊丸みつ子さんを招き、図書館

子育て応援講座を行いました。

　４日の約 30 人の親子が参加した中央公民館の

会場では、熊丸さんは「親の笑顔は子どもの精神

安定剤」「子どもは泣いたりいたずらするのが仕

事。子育てでイライラするのは当たり前。順調。

順調」などと、軽妙な語り口で、冗談を交えなが

ら子育てのこつを伝えていました。

　子どもたちは、熊丸さんのキーボードの演奏に

合わせて走り回ったり、新聞紙で作ったてるてる

坊主を天井に向かって投げたり、ねじって細長く

した新聞紙を飛び越えたりして遊びました。 

  うちの子最高！親子で遊ぼう！うちの子最高！親子で遊ぼう！ 図書館子育て応援講座

　８月５日に満 100 歳を迎えた

米村時江さん（長船町福岡）のお

祝いに、武久顕也市長らが入所し

ている施設を訪問し、お祝い状や

記念品を手渡しました。一人娘を

早くに亡くした米村さんですが、

花束や手書きの絵を持参したひ孫

らに囲まれてのにぎやかなお祝い

となりました。

    いつまでもお元気でいつまでもお元気で

武久市長とお祝い状を読む米村さん（左） ／ お祝いの花束を手にする岡本さん（右）

　また、８月 13 日に満 100 歳を迎えた岡本静子さん（牛窓町千手）のお祝いに、武久顕也市長らが、自宅を訪問しました。

岡本さんは、家族らに囲まれお祝い状を受け取ると「こんなにうれしいことはありません。家族が大事にしてくれたおか

げです」と感激していました。お二人とも、これからも元気でお過ごしください。 そうめん流しを楽しむ子どもたち（左下） ／ プールで魚や亀にタッチ（右上）

100 歳を迎えた高齢者をお祝い
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